
前もって避難の方向を決めていた
～山崩れに迷わず避難、命助かる～

あるお宅の話なのですが、
ご夫婦でお住まいで、お
昼ごろお膳にご飯とおか
ずを並べて、「さあ、ご
飯食べよう」って言って
いたら、山の方で音がし
たんですね、ゴーンゴ
ゴーって。「あれ？何で
なんだろう？」と思って
見たら、まさに山が崩れ
てきていて、土石流が
ダーッと押し寄せてきて
いたのです。

で、「こりゃいけん」と思って、ご主人はステテコと
ランニング一枚だったんですけど、パッとシャツをつ
かんで、奥さんと一緒に道の無い裏山に逃げ込んだん
ですよ。「何でそっちに逃げたんですか」って聞いた
ら、「家を建てた時に、何かあったらどこに逃げる
か？ひとつは裏山もあるな」とご夫婦で話し合ってい
たとのこと。

道ばたに車を置いていましたが、そこは土石流の流
れる方向にありました。もし道の方に逃げていたら、
絶対命はなかったと思いますよ。

今自分がどんなところに住んでいて、どういう危険性
があるのか、過去に地域でどんなことがあったのかな
どをそれぞれが学んでおけば、そのために何を備える
か、どこに逃げるのかを具体的に考えていくことがで
きますよね。大切なのは、具体的に考えるということ
と自分の身は自分で守るという姿勢だと思います。
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